
Ａ
Ｉ
に
優
る
も
の 

校
長 

青
山
直
志 

無
表
情
…
。
怒
っ
て
る
？ 

ど
う

し
て
そ
ん
な
悲
し
げ
な
顔
を
し
て

い
る
の
？ 

二
十
日
（
金
）
三
年
生
は
学
校
か

ら
徒
歩
五
分
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
大

泉
」
特
別
養
護
老
人
施
設
に
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
訪
れ
ま
し
た
。 

八
～
九
人
の
六
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
泉
の
各

ユ
ニ
ッ
ト
に
赴
く
と
、
大
体
同
数
の

お
年
寄
り
が
椅
子
若
し
く
は
車
椅

子
に
座
っ
て
、
数
名
の
介
助
の
職
員

の
方
々
と
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
当
然
、
子
供
た
ち
は
大
歓

迎
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
お
年
寄
り
の

反
応
は
薄
い
も
の
で
し
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
、
私
た
ち
は
大
泉
西

小
の
三
年
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
出
し

物
を
し
ま
す
。
」
と
リ
ー
ダ
ー
が
進

行
し
ま
す
。
ま
ず
は
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
、
少
し
空
気
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

か
。
次
は
紙
芝
居
。
お
話
の
途
中
、

「
も
っ
と
大
き
な
声
で
。
聞
こ
え
な

い
の
。
」
と
突
然
言
わ
れ
て
、
ド
キ

ッ
と
し
ま
し
た
。 

サ
ン
ラ
イ
ズ
大
泉
は
今
年
、
五
周

年
。
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
目
指

し
、
近
隣
に
あ
る
小
学
校
と
の
連
携

を
模
索
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
校
に

と
っ
て
も
、
大
西
小
な
ら
で
は
の
学

び
が
必
要
で
、
相
思
相
愛
の
関
係
性

が
末
永
く
続
け
ば
と
思
い
ま
す
。 

以
前
、
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い

て
、
こ
の
学
校
通
信
で
お
話
し
ま
し

た
が
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
っ
た
変
化
が
人
間
の
予
測
を
大

き
く
超
え
る
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
私
た
ち
は
学
習
の
本
質
そ
の

も
の
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
あ
と

十
年
で
消
え
る
職
業
を
認
定
し
た

論
文
は
衝
撃
的
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
に
人
間
が
と
っ
て
代
わ
ら

れ
る
時
代
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
泉
で
の

学
習
は
、
福
祉
と
い
う
も
の
を
ど
う

と
ら
え
る
か
、
高
齢
化
社
会
を
い
か

に
し
て
い
く
か
、
人
と
は
、
家
族
と

は
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
学
習

で
あ
り
、
そ
れ
は
Ａ
Ｉ
に
は
決
し
て

皆
が
納
得
す
る
解
を
導
き
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。 

紙
芝
居
が
終
わ
り
、
子
供
た
ち
と

お
年
寄
り
は
輪
に
な
っ
て
、
風
船
バ

レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の

キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
は
し
ゃ
ぐ
声
に
お

年
寄
り
も
つ
い
乗
せ
ら
れ
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
に
は
笑
い
声

ま
で
出
て
来
ま
し
た
。
最
後
は
子
供

と
お
年
寄
り
、
一
対
一
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
。
互
い
に
顔
と
名
前
が
覚
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

こ
の
六
十
分
間
で
お
年
寄
り
の

表
情
が
ぐ
ん
ぐ
ん
変
化
し
て
い
く

様
子
に
私
は
正
直
驚
き
ま
し
た
。
施

設
長
の
番
場
さ
ん
が
「
子
供
の
笑
い

声
が
一
番
の
ケ
ア
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
冒
頭
の
悲
し
げ
な
お
婆
ち

ゃ
ん
の
表
情
が
、
最
後
は
子
供
た
ち

と
別
れ
難
い
気
持
ち
の
現
れ
の
よ

う
に
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。 

学
芸
会 

学
芸
会
主
任
・
梶
田
純
子 

今
、
学
校
は
学
芸
会
の
練
習
の
真
っ
最

中
で
す
。
各
学
年
二
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な

り
、
一
つ
の
劇
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。 役

に
よ
っ
て
台
詞
の
多
少
が
あ
っ
た

り
、
出
番
の
多
少
が
あ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
ど
の
役
も
劇
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、

誇
り
を
も
っ
て
懸
命
に
演
じ
ま
す
。 

劇
の
練
習
は
、
毎
日
同
じ
台
詞
の
繰
り

返
し
で
す
が
、
一
日
一
日
声
の
大
き
さ
が

変
わ
り
、
台
詞
に
表
情
が
つ
き
、
役
が
で

き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
普
段
の
授
業
で

は
声
が
小
さ
か
っ
た
子
が
、
体
育
館
に
響

く
声
が
出
せ
た
り
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
の

子
が
堂
々
と
舞
台
に
登
場
し
た
り
、
新
し

い
子
供
の
発
見
も
あ
り
ま
す
。 

役
を
演
じ
て
い
く
と
き
に
は
、
自
分
や

相
手
の
状
況
を
考
え
、
気
持
ち
を
想
像
し

て
役
作
り
を
し
ま
す
。
劇
を
創
っ
て
い
く

中
で
、
友
達
と
の
交
流
や
、
友
達
の
よ
さ

の
発
見
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

き
っ
と
、
学
芸
会
当
日
は
、
よ
い
緊
張

感
を
も
っ
て
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

十
八
日
に
は
、
子
供
た
ち
に
あ
た
た
か
い

拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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手紙を書きます！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ缶回収日 担当 １年生 
1 日・8 日・15 日・22 日・29 日いずれも（水） 

教務主任・船越泰 

◇クリーン運動    担当・石髙サユリ 

 １１月２２日(水)に通学路を中心とした学校周辺

や校内の清掃活動を行います。低学年は校舎内の雑

巾がけ、中・高学年は保護者の方と一緒に地域のご

み拾いをします。運動に参加することで、地域の環

境美化に関心を持ち、地域社会の一員としての自覚

が育つことを目指しています。 

 

  

 

給食目標『感謝の気持ちで食べましょう』 

食育担当・石髙サユリ 

 給食は様々な食材から味や栄養のバランスを考

えて作られています。出来上がるまでに関わる調理

員さんなど多くの人に、感謝の気持ちを持って食べ

るよう支援をしています。 

  
 保健目標   養護教諭・井上美智子 

・外で元気に遊ぼう 
※詳しくは保健だよりをご覧ください。 

生活指導主任・及川勝雄 

★ 携 帯     副校長・合田孝二 

 子ども達の鞄の中に、携帯電話が入っていること

があります。防犯上等ご家庭の都合で持たせていら

っしゃることがほとんどのようです。持たせる場合

には、関係の無い時に出さない等、ご家庭で十分に

話し合ってから、持たせて頂ければと思います。  

また、昨年度、各ご家庭においてＳＮＳルールに

ついて話し合っていただきました。今の携帯電話は

ライン等便利になる一方、扱いを間違えると、声が

聞こえない分・顔が見えない分、気持ちの行き違う

ことが多くなってしまいます。仲間はずれやいじめ

等重大なトラブルに発展することもあります。その

時は、しっかり話し合える、向き合える親子関係が

とても大事ですね。宜しくお願い致します。 

【いじめ一掃取組月間】 

        生活指導主任・及川勝雄 

 練馬区では、いじめをなくし、子供たちが明るく

楽しい生活を送れるように進んでいじめについて考

え、いじめを防止する気持ちをはぐくむために、「い

じめ一掃プロジェクト」を行っています。 

 今年度は、「いじめ防止シンボルマーク」を募集し

ます。 

【募集区分】 

  ・小学校 1・2・3年生の部 

・小学校 4・5・6年生の部 

 詳細は後日別紙でお知らせします。豊かなアイデ

ィアや発想でいじめ防止に向けたマークを是非、考

えてください。 

  ・ 

 

 

 

日 曜 朝

1 水 児集

2 木 中遊

3 金

4 土

5 日

6 月 朝会

7 火 低遊

8 水 児集

9 木 中遊

10 金 高遊

11 土 安指

12 日

13 月 低遊

14 火 音楽

15 水 …

16 木 …

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火 朝会

22 水 体集

23 木

24 金 ・・・

25 土

26 日

27 月 …

28 火 …

29 水 …

30 木 …

４時間授業（４年のみ５時間）   歯と口の健康月間始

行　　　　　　　　事

サンライズ大泉訪問（６ー１）

学芸会アドバイザー指導

サンライズ大泉訪問（６－２）

安全指導(朝）

文化の日

委員会

避難訓練（集団下校　５校時） 　※わかたけ中止

学芸会（５時間授業）

（特別時程４時間授業　中学校区別協議会のため）

学芸会リハーサル

〔特別時程４時間授業　練馬区教育会研究会のため〕

個人面談〔特別時程〕      歯と口の健康月間終

学芸会（４時間授業終了次第下校）

クリーン運動〈清掃時）持久走旬間始

勤労感謝の日　　

振替休業日

個人面談〔特別時程〕

個人面談〔特別時程〕

個人面談〔特別時程〕

自分の仕事は 

最後までやりましょう。 
自分の仕事にはどんなものがあるでしょう。学級

では、当番活動や係活動があります。時間になった

らすぐに始めて、最後まで丁寧に取り組んでほしい

ものです。決められた仕事だけでなく、他にやるこ

とはないかを考えて進んで働くようにしてほしい

です。また、高学年は、学校全体に関わるような委

員会活動もあります。決まった活動だけでなく創意

工夫を加えての活動も大切です。   

人のために働く喜びを感じられる大西小の子供

になってほしいです。 


